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151 きょういく武蔵野
未来の創り手を育て

る　
探究的な学び

を推進中です。

イルミネーションが完成し、
点灯した後、地域の皆さんが
感動してくれました。地域の
ために役立つことができたと
感じました！

　「武蔵野市民科」は、学校や地域、社会の中から発見した課題について、調べた
り話を聞いたりする中で、自分たちに何ができるかを考え、提案する、行動する
といった学習です。小学校５年生～中学校３年生において、総合的な学習の時間
を中心に関連する教科等を組み合わせて行われます。
　こうした学習を通じて、「自立・協働・社会参画」に関する資質や能力を
育むことを目指しています。武蔵野市民科を全校で始めて、今年で３年目
を迎えます。各校で地域や関係機関と連携して様々な取組が行われてきま
した。その中から、一部を紹介します。

・学習活動の概要
　ムーバス・レモンキャブ・ホワイトイーグルに注目
した「交通安心・安全プロジェクト」、武蔵野クリーン
センターとむさしのエコreゾートに注目した「ごみを減
らそうプロジェクト」を企画し、関係者に提案しました。

・ムーバス関係者のコメント
　ムーバスの紹介や運転士募集のポスターを作成して
いただきました。市の取組に、このように興味をもっ
てもらえて嬉しいです。これからも、自分で興味をも
ったことからスタートして、市をよりよくする力にな
ってほしいと思います。

１ 「�武蔵野市のよさにズームイン」
（第四小学校・５年生）

　多くの方にご協力いただき、子どもたちが地域や
社会づくりに参画していく取組が進んでいます。

2面へ続く

・学習活動の概要
　現地の魅力や、抱えている課題について現地の方から話をしていただ
いた上で現地に行き、生徒が具体的に実際の様子を捉えました。雪の多
い気候を生かしたスキー場でのイベントや、現地のマスコットキャラク
ターを生かしたPR活動など、地域に多くの人が集まる工夫を考え、提
案し、現地の観光協会から感謝のお手紙（左上写真）をいただきました。

・白馬村長のコメント
　生徒の皆様からのご提案をいただいたSDGsの推進や自動車利用の抑
制、植林、再生可能エネルギーの生産といった点については直ちに取り
組まなければいけない事項で、取組を加速していきたいと改めて認識を
させていただきました。

３ 「�長野県白馬村から武蔵野を振り返る」
（第三中学校・１年生）

地域の文化を絶や
さ な い よ う に 自
分から文化にふれ
て、自分から挨拶
をするなど地域の
方と交流する機会
をつくりたいと思
いました！ 

「これからもがんばってくだ
さい」という思いを伝えまし
た！
地域の皆さんの力になれた気
がします。

・学習活動の概要
　冬に設置される駅前のイルミネーションに注目して、
自分たちの街の魅力を発信するPＲ活動の計画を立て、地
域の店舗に協力してもらいながら、自分たちの思いを発
信しました。

・地域協力者のコメント
　「ありがとう」や「癒し」をテーマにしたデザイン画を初
めて見た時に、６年生みんなの思いに感動しました。 思
いを形にしたイルミネーションは、地域の皆様に感動と
喜びを提供できた素晴らしい作品になったと思います。

「照らそう 境の街」
（第二小学校・６年生） ２

武蔵 野市民科
育成を目指す
資質・能力 自立

●自己理解・自己管理
●情報を活用する能力
●クリティカル・シンキング
●規範意識、責任感
●自尊感情（自己肯定感）

社会参画
●�地域や社会的課題などへの理解
●�よりよい地域・社会づくりに向

けた課題解決能力
●公共心、社会連帯の自覚

協働
●他者理解、人間関係形成
●目標に向けた他者との協力
●�よりよい生活を協力して�  

築こうとする態度
●自己有用感
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市民の誰もが、今より、一層生き生きと生活
できる街になるための提案ができました！

問合せ 指導課　指導主事　TEL(60) 1８９８

武蔵野市小中学校
ポータルサイト

　今年度から２年間、大野田小学校が「武蔵野市民科」の研究を行います。子どもたちの「やってみたい！！」とい
う思いを引き出す工夫や様々な人との関わり、対話を大切にする工夫を追究していきます。その他の学校でも、
学校や地域の特色を生かした取組を進めていきます。是非ご注目ください。各校のこれまでの取組は武蔵野市立
小中学校ポータルサイトで紹介しています。こちらも是非ご覧ください。

これからの取組

・学習活動の概要
　職場体験の学習を通して、各企業等がSDGsや市民性の視点
から社会に貢献していることを学び、将来の社会の在り方を探
究し、分かったことや考えたことを発信しました。

・職場体験先のコメント
　職場体験の中で、「『働く』とは社会の役に立つこと、人の役
に立つことであり、お世話になった武蔵境に恩返ししたいとい
う気持ちで働いている」という話をしました。その話が「社会貢
献や武蔵野市の未来について考えるきっかけになった」と生徒
の皆さんに言ってもらえてうれしかったです。

「職場体験から考える自立と協働・将来
の自分」（第二中学校・２年生）

４

・学習活動の概要
　市のよいところの話し合いや、フィールドワークやアンケート
による調査活動で見えてきた課題などを基に、市長への提言をま
とめ、発表しました。

・市長からのコメント
　毎年、様々な提言をいただいており、市の施策の参考にしてい
ます。最近では、いただいた提言も踏まえ、学校司書の拡充を実
現しました。今後も、よりよいまちづくりを目指すため、生徒の
皆さんならではの視点による提言を期待しています。

５ 「武蔵野市改造計画―ズバリ市長への提言―」
（第五中学校・３年生）

職場体験先の方のお話か
ら、「自分にできること
をする」ことが、SDGsや
市民性につながると考え
るようになりました。

市民による生涯学習事業の補助を決定！

問合せ 生涯学習スポーツ課　生涯学習係　TEL(60) 1902

プレゼンテーションの様子

　令和５年度の「生涯学習事業費補助金」及び「子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事業費補助金」の募集を４月３日から26日まで行い、それぞれ12団体、
7団体から交付申請がありました。この補助金は、第二期武蔵野市生涯学習計画の基本理念「学びおくりあい、わたしたちがつくるまち」の実現のために設定し
た４つの基本方針のひとつである、市民の「学びをひろげる・つなげる」の支援の一環で、市内で活動する団体が市民を対象として実施する生涯学習事業に要す
る経費を補助することにより、日ごろの活動では取り組むことが難しい新規事業の立ち上げと自立を促し、市の生涯学習の発展に寄与することを目的としてい
ます。
　６月15日（木）・16日（金）に行われたプレゼンテーションでは、社会教育委員が、各事業が補助の趣旨に合致しているかを公正に検討し、その意見を参考に
交付金額を決定しました。交付金額などについては、市公式ホームページをご覧ください。

生涯学習事業費補助金
団体名 事業名

1 レッドロビンス 片山氏に学ぶ「目から鱗」のトレーニング術～生
涯スポーツを楽しむために質の高い学びを！～

2 シルクロード研究会 シルクロード歴史講座

3 TEAM299（チームにく
きゅう） 「犬と学ぶ299Doｇプロジェクト-１,２(仮称)」

4
NPO法人　むさしの市
民エネルギー (む～ソー
ラー )

Z世代(大学生・高校生)と創る、市内の中学生向
けサステナビリティデザイン教育プログラム

5 みんな友だちフェステ
ィバル実行委員会 みんな友だちフェスティバル

6 なないろのおと 「カミングアウトジャーニー」上映会＆座談会

7 むさしの里山フェスタ
実行委員会 むさしの里山フェスタ

8 Emiwa ウェルビーイングと対話型美術鑑賞

9 ジモッピーネット 未来をひらく学び　Part ２－市民活動の若き担
い手たち－

※令和５年６月30日現在の内容です。

子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事業費補助金
団体名 事業名

1 童夢遊戯会 中国伝統芸能“変面”武蔵野市に登場
2 合奏を楽しむ会 合奏発表コンサート ～子供から大人まで♪～
3 武蔵野市バレーボール

連盟 武蔵野バレーボールフェスティバル

4 特定非営利活動法人　
Unippo

武蔵野市の不登校児童・生徒を対象とした体験・
経験格差を解消するための居場所の選択肢「月一
オフラインサテライトスクール」事業

5 関前を元気にする会 関前を元気に２nd year
6 親子で楽しく発酵食品

をつくる会 親子参加型の発酵食品を通じた食育と料理教室

詳
細
は
こ
ち
ら
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　一人ひとりが自分に合った学びの機会を見つけられるよう、「学びの土台」づくりの一環で、分かりやすい
情報提供を推進するため、講座・事業を紹介する冊子を毎年作成しています。
　市役所、市政センター、図書館、総合体育館、コミュニティセンターほかで配布しています。市のホーム
ページやLINEからもご覧いただけます。

生涯学習情報満載です

令和７年４月
第五中学校に知的障害特別支援学級を開設します

「開かれた学校づくり協議会」がパワー
アップして、家庭・地域の方とともに
特色ある学校づくりを行います

問合せ 生涯学習スポーツ課　生涯学習係　TEL（60）1902

問合せ 教育支援課　特別支援教育・教育相談係　TEL（60）1908

　令和７年４月、武蔵野市立第五中学校の新校舎完成に合わせて、市
内２か所目の中学校知的障害特別支援学級を開設します。
　知的障害特別支援学級は、障害程度が比較的軽度の生徒を対象とし
た少人数の学級編成で、生徒一人ひとりの理解や習熟の程度に応じて、
指導方法や形態を工夫しながら学習指導を行います。
　新しい特別支援学級について詳しいことが決まり次第、市報やホー
ムーページでお知らせしていきます。

　学校・家庭・地域の協働体制の充実に向けて令和５年度から、境南
小学校と第一中学校に学校運営協議会機能を有する「開かれた学校づ
くり協議会」（モデル校）を設置し、２年間の効果検証を行います。

問合せ 教育支援課　学務係　TEL（60）1９００

　一定所得以下の家庭等を対象に教育にかかる経済的負担の軽減を図
ることを目的とした就学援助制度や高等学校等修学支援事業による支
援を行っています。

問合せ 指導課　教育推進室　TEL（60）1241

武蔵野市スポーツ・野外活動スポーツ・野外活動情報誌
DO SPORTS ！（ドゥ・スポーツ）

　スポーツや野外活動の講座・イベン
ト情報を紹介。年代やライフステージ
に合わせて、多彩なプログラムを用意
しています。

小・中学生小・中学生の講座まるごとナビ
　市や関連団体が実施する小・中
学生向け(原則、市内在住・在学)
の講座や体験事業を紹介していま
す。市立小・中学生は学習者用コ
ンピュータでも閲覧可能です。

大人のための大人のための生涯学習ガイド
　市や関連団体が実施する生涯学
習事業を、地域別、ジャンル別に
紹介しています。

武蔵野プレイス武蔵野プレイス講座・イベント情報誌
Place Info.（プレイス インフォ）

  武蔵野プレイスの講座・イベント情報
や館内紹介、開館日カレンダー等を掲載
しています。市民活動支援、青少年活動
支援のプログラムも掲載。

就学援助（随時受付）
対　　象：�市内在住かつ市立・国公立小中学校に在籍する児童生徒の

保護者
助成内容：�学用品費・給食費・校外活動費・オンライン家

庭学習支援費などの費用の一部

高等学校等修学給付金制度（9月15日締切）
対　　象：�高校生のいる世帯（年間の年収が4人家族の場合で約270

万円～500万円程度）
助成内容：生徒一人につき年額5万円
※高等学校等に在学する期間、毎年度申請が可能です。
※武蔵野市独自の制度です。

　協議会の様子などは、今後も
ホームページなどで随時お知ら
せします。 地域と学校の

協働通信
武蔵野市立小中学校
ポータルサイト

学校生活をお金の面から支える
経済的支援制度

申請受付
ています

①学校運営の基本方針を承認する
②学校運営に関する意見を述べる
③教員任用（学校に必要な人材像）に関する意見を述べる
　従来の「開かれた学校づくり協議会」にこれらの機能を取り入れて、学校運営の
パートナーとして、校長を含めた委員の合議制による協議を行います。

Point 学校運営協議会の３つの機能

▲�地元企業、NPO法人、大学生など多様な委員の経験や知見を基に、「行くのが
楽しい学校とは」や「生徒のいいところや身につけてほしい力」について熟議し
ている様子です。

▲�校長先生が学校の経営方針の説明を
しています。

▲�熟議を経て、一人ひとりの意見や思
いがグループの中で共有され、まと
まっていきます。
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より良い紙面にしていくために、皆さまのご意見やご感想をお待ちしております。もっと知りたいと思うことなど、お気軽にご連絡ください。
郵送：〒180－8777教育企画課宛（住所不要）　電話：0422－60－1894　メール：こちらからアクセスできます。

　戦時中、航空機の発動機工場として稼働していた中島飛行機武蔵製作
所は、９回にわたり米軍の空襲を受け、施設および周辺住民に多くの犠
牲を出しました。
　戦後、武蔵製作所跡地には様々な施設が建設されますが、その一つと
して米軍人および家族の宿舎としてグリーンパークがつくられました。
グリーンパークは昭和48（1973）年まで市域に存在しており、今年は返
還から50年を迎えました。
　武蔵野ふるさと歴史館では、中島飛行機武蔵製作所への空襲について
様々な角度から展示を行ってきましたが、戦後のグリーンパークについ
てはほとんど資料が無く、取り上げることができませんでした。令和４
年度に米国国立公文書館から新たに収集したグリーンパークについての
資料を用い、あまり知られていなかった20年間にわたる米軍宿舎時代
の「中」の様子や、現在の都立武蔵野中央公園の建設に至るまでの歴史的
経緯を紹介いたします。

企画展企画展  「「戦争と武蔵野Ⅸ戦争と武蔵野Ⅸ」」  を開催しますを開催します

問合せ 生涯学習スポーツ課　武蔵野ふるさと歴史館　TEL（53）1811

社会教育委員の会議 ４~６月
令和５年４月から６月までに、社会教育委員の会議定例会を３回開催し
ました。
社会教育委員の就任
社会教育委員を新たに委嘱しました。任期は令和５年４月１日から令和
６年３月31日までです。
谷川拓也（学校教育／武蔵野市立第一小学校校長）
定例会等
● �生涯学習事業費補助金、子ども文化・スポーツ・体験活動団体支援事業

費補助金の令和４年度視察報告、令和５年度申請および交付について
● “学びおくり” について
● 東京都市町村社会教育委員連絡協議会定期総会について

問合せ 生涯学習スポーツ課　生涯学習係　TEL(60)1902

　令和５年３月31日発行150号の１面で、武蔵野地域自由大学学長として紹
介しました松井孝典氏は、令和５年３月22日ご逝去されました。謹んでお知
らせいたします。

教育委員会の会議 ４~６月

問合せ 教育企画課　教育企画係　TEL（60）1894

米軍宿舎グリーンパークの全景写真です。写真奥に撤去前の
グリーンパーク球場が見えます。1955（昭和30）年撮影。

グリーンパークの「中」の写真です。施設内
には生活必需品を購入できる店舗がありま
した。1955（昭和30）年撮影。

グリーンパークの「中」の写真です。家族のプライ
ベート空間で、キッチンの様子です。1955（昭和
30）年撮影。

新教育委員の就任

問合せ 教育企画課　教育企画係　TEL（60）1８９４

　市議会の同意を得て、４月１日付けで岩
いわ

崎
さき

久
く

美
み

子
こ

氏が新たな教育委員に任命されました。岩崎氏は筑
波大学大学院博士後期課程（図書館情報メディア研
究科）を修了後、国立教育政策研究所総括研究官を
経て、放送大学教授に就任。岩崎委員の任期は令和
９年３月31日までです。

期間・時間　�令和５年7月29日（土）～９月28日（木）�
午前9時30分～午後5時

場　所　武蔵野ふるさと歴史館　第二展示室
　　　　武蔵境駅北口より徒歩12分
　　　　�ムーバス境西循環「武蔵野ふるさと歴史館」

バス停下車すぐ
休館日　金曜日・祝日

▲�過去の会議の
議事録

■主な議案
⃝�武蔵野市いじめ問題対策委員会の組織及び運営に関する規則
⃝�武蔵野市いじめ防止関係者連絡会の組織及び運営に関する規則
⃝�武蔵野市立第五小学校・井之頭小学校改築基本計画について

■主な協議事項
⃝�令和５年度教育委員会各課の主要事業について

■主な報告事項
⃝�武蔵野市民科教員向け手引改訂版について
⃝�新型コロナウイルス感染症対策と学校運営に関するガイ

ドラインの改訂について

今後の定例会の予定
令和５年８月２日（水）午後３時～、９月４日（月）午前10時～
　　　　10月４日（水）午前９時30分～
　　　　11月１日（水）午前10時～
　　　　12月４日（月）午前10時～ ▲開催案内

※�傍聴可能です。変更する場合がありますので、最新の情報はHPからご
確認ください。

～ TargetからGreen Parkへ～～ TargetからGreen Parkへ～
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